
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年６月２０日（月） 

国光原中学校保健室 

熱中症予防  コロナ感染予防 
 マスクを着けると皮膚からの熱が逃げにくくなったり、気付かないうちに脱水になったりするなど、体温調

整がしづらくなってしまいます。一方で、まだ完全にマスクを外すことはできません。そのため、暑さを避け、

水分をとるなどの熱中症予防と、マスク・換気などの感染対策を両立させることが大切です。 

 

 

 ※熱中症予防のための情報・資料サイト（厚生労働省）より 

 ※「新しい生活様式」における熱中症予防行動リーフレット（環境省・厚生労働省）より 



 

＜むし歯未処置の人＞ 

 1 年生６名 2年生４名 3年生４名  計１４名 

＜歯肉の状態が良くなかった人＞ 

 1 年生１名 2年生５名 3年生７名  計 1３名 

＜歯垢が付着していた人＞ 

 1 年生１名 2年生４名 3年生３名  計８名 

＜すべて健全歯（むし歯になったことがない歯）の人＞ 

 1 年生 29名 2年生40 名 3年生 41 名 計 110 名 

 歯垢はむし歯や歯

肉炎の原因となりま

す。毎日しっかり歯

をみがきましょう。 

むし歯未処置者率…9.9％ 

未処置者が約１割と

少ないのは素晴らしい

ですね。 

むし歯があった人は

早めに治療に行き、治

療率 100％にしまし

ょう！ 

口の中では、たくさんの細菌が歯垢・歯石にな

って悪さをしようとしています。それを阻止する

ためには「だ液」「歯みがき」「歯医者さん」の力

が必要です。これらの力を借りながら、健康な歯

を守りましょう！ 

         感染症の原因になるのは細菌やウイルスたち。

口の中に入った後は細胞の中に潜り込む機会を狙

っています。それを阻止するために日々戦ってい

るのが、口の中の「IgA」という抗体です。 

 もともと口の中には良い細菌と悪い細菌がいます。このうち悪い

細菌が増えると、これと戦う抗体は大忙し。さらに外の細菌やウイ

ルスまで入ってくると体を守り切れなくなります。また悪い細菌は、

ウイルスが細胞の中に潜り込む手助けまでするのです。 

 悪い細菌を減らすのは歯みがき！口の中の清潔が感染症予防につ

ながります。 

そんな大切な歯みがきが、 

人への感染のもとにならないように。 

 

◎ 歯みがき中は 

できるだけ口を閉じよう 

 

◎ うがいの水を吐き出す 

時は低い位置からゆっくりと 


